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成果

伐採される「地球の肺」
日本にもマサランドゥーバやイペなどのアマゾン産の木材

が輸入されています。これらの木材は天然林から抜き伐り（択
伐）することによって生産されています（図1）。一方で、地
球の肺ともいわれ地球規模の炭素循環に影響するアマゾン熱
帯林が択伐によって減少・劣化すると、地球全体の気候にも
悪影響を及ぼすことが危惧されています。熱帯林での持続的
な木材生産と炭素循環機能の維持とのバランスを見極めるた
めには、択伐を受けた森林がどのように回復するのか正確に
知る必要があります。

アマゾン中央部での調査
そこで、これまでに調査事例がほとんどなかったアマゾン

中央部において、民間会社によって択伐された森林を試験地
にして、伐採後の樹木のバイオマスの経時的な変化を調べま
した。ここではブロックに区切られた森林を1997年から順
番に択伐していますので、択伐された年の異なるブロックを
調べれば、択伐のあとにどのように森林が変化していくのか、
一度に調べることができます。私たちは、択伐後1年から11
年経ったブロックに調査区を設置し、3〜4年おきに計3回、
樹木の本数と直径を繰り返し測定しました。隣接する保護林
でも同様に調査し、択伐されていない森林の平均的なバイオ
マスも把握しました。また、通常は不規則な形のため測定す
ることが困難な板根をもつ樹木の直径を簡便に推定する方法
を開発しました（図2）。その結果、伐採後の経過年数とバイ
オマスとの関係から、伐採後およそ14年でバイオマスはもと
のレベルに戻ると推定されました（図3）。ただし、樹木の大
きさごとにバイオマスをみると択伐林と保護林とではその内
訳が大きく異なっており、森林の構造まではもとの姿に戻っ
ていないこともわかりました（図4）。

木材利用とのバランス
ブラジルでは、同じ場所の森林を繰り返し択伐するには25

年から30年の期間をあけることが法律で定められています。
また、今回調査した択伐施業地では入念な管理計画を立て、
ヘクタールあたり平均2本ほどというとても穏やかな択伐を
行っています。調査の結果から、インパクトを最小限に抑え
た丁寧な択伐を行えば、残された樹木が成長することで、森
林のバイオマスは次回の択伐までに回復できることが確認さ
れました。今後は、択伐後に森林の構造までもとに戻るには
どれくらいの期間が必要か調べていく必要があります。
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バイオマス：面積あたりの生物の量。ここでは1ヘクタールあたりの
樹木の乾燥重量のこと。そのおよそ半分が炭素の量になります。
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森林伐採による熱帯林の減少や劣化が、地球規模での炭素循環や気候変動に悪影響を及ぼすことが危惧されています。その
ため、木材を利用しつつ気候変動を抑制する働きも喪失させないよう、伐り残される森林への影響を最小限に抑える低インパ
クト択伐施業に期待が寄せられています。しかし、択伐された森林が実際にどのように回復するかは明らかにされていません
でした。そこで、アマゾン中央部の択伐施業地で森林の地上部バイオマスの変化を追跡したところ、伐採後およそ14年でもと
のレベルにまで回復することがわかりました。ただし森林の構造がもとに戻るには、さらに長期間が必要なことも明らかにな
りました。

中央アマゾン熱帯林で択伐施業の持続可能性を検証する
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図1　天然林につけられた伐採路 図2　大きな板根をもつ樹木

図3　 択伐後の経過年数とブロックごとの地上部バイオマスと
の関係

択伐後にバイオマスが増加していく様子を数式で表し（赤い曲線）、隣
接する保護林と同等にまで（黒い横線）回復するのに14年かかると推
定されました。

図4　 保護林（白）、択伐後10年未満のブロック（薄い灰色）、および択伐後10年以上のブロック（濃
い灰色）における樹木の大きさ（幹の直径）ごとのバイオマス

保護林と択伐林ではバイオマスの内訳が異なっていました。




